
研究キーワード ： 文化遺産（資源）／農産物／景観（文化的景観）／保全／着地型観光／観光地経営

地域の生活・生業と自然との結びつき、歴史文化的な特徴を紐解くと、地域固有の価値が見えてきます。

そして、そこにしかない価値は地域や地域産品を語る強力な武器になります。

地域の生活・生業や景観の読み解きを通じて、こうした地域固有の価値を掘り起こし、それらを地域づくり、観

光地づくり、あるいは地域産品に対する付加価値の形成につなげていくための理論と方策を検討しています。

地域資源の掘り起こしから地域づくり・観光地づくりへ

お問い合わせ：山梨大学 社会連携・知財戦略室 055-220-8759 renkei-as@yamanashi.ac.jp

●研究の特徴・独自性

●産業界へのアピール

全国どこも同じ、県内どこも同じの金太郎飴状態の観光地づくりで成功する時代は終わりました。地域の個性を

打ち出した質の高いコンセプトが持続可能な観光地づくりには欠かせません。

地域ならではの資源の掘り起こしとストーリーとして紡ぎ出しはどこでもできます。その土地ならでは（地域の

固有性）を大切にした地域づくり・観光地づくりを目指すみなさまと連携させていただければ幸いです。

●応用・活用例

地域づくり・観光地づくり／文化遺産の保存・活用のための計画立案

地域資源の掘り起こしや旅行者ニーズの把握／まちあるき等の着地型旅行商品開発

地域の歴史・文化的価値を付加価値とした商品開発・発信

教育現場における観光・地域づくりを題材とする授業コーディネート など
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文化的価値に根ざした地域づくり・観光地づくり
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●社会実装・応用例


